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九州新幹線
山陽新幹線
幹線
地方交通線
福岡市交通局

路線概要
（2020年3月31日現在）

鉄道事業における鉄道旅客運輸収入
および営業利益の推移

運輸サービスセグメントの概要

鉄道事業

対馬（比田勝）-釜山　76㌔

<海路＞高速船
・ビートル ・・・1h10m、 191席、1～2往復/日

福岡-釜山　213㌔　
＜海路＞高速船
・ビートル…3ｈ5ｍ、

191席、2～3往復/日

対馬(比田勝)

釜山

福岡(博多)

ターミナル

運航本数

福岡(博多港国際ターミナル)
対馬(比田勝港国際ターミナル)
釜山(釜山港国際旅客ターミナル)

福岡～釜山：2～3往復/日
対馬～釜山：1～2往復/日
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営業利益（右軸）営業収益（外部売上高）（左軸）

営業利益（右軸）鉄道旅客運輸収入（左軸）
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※11/3期～19/3期は旧セグメント区分の実績（P15参照）

※駅数中（　）内は新幹線と在来線の併設駅を含めた駅数
※運航休止中（2020年8月31日現在）
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路線別便数(2020年6月1日現在)
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路線名
全便

便数
（再掲）

JR九州バス

※ 定期観光3便を含む
合　計

バス事業

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
17/3期 18/3期 19/3期 19/3期

▲114 ▲99 ▲110
▲149 ▲132

▲105

257
292 274 2741,403

1,670 1,688 1,706 1,704 1,763 1,7661,716 1,787 1,798

新セグメント
組み替え（　　  ）

2016年４月　「平成28年熊本地震」で被災し、
 肥後大津駅～豊後荻駅間が不通
2016年７月　阿蘇駅～豊後荻駅間の運転再開
2020年８月　肥後大津駅～阿蘇駅間の運転再開
 (豊肥本線 熊本駅～大分駅間が全線で開通）

豊肥本線の全線復旧

阿蘇大橋付近の復旧前後
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車両製造年度（2020年3月31日現在） 新幹線　N700系
　製造年度　2010年度～2012年度

新幹線　800系
　製造年度　2003年度～2010年度

在来線（電車）　415系
　製造年度　1978年度～1986年度

在来線（気動車）　ｷﾊ66・67形式
　製造年度　1974年度
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（運輸サービスセグメント）

(単位：億円)
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※新幹線の輸送人員は再掲

(単位：百万キロ)
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鉄道事業の状況
鉄道旅客運輸収入の推移

車両数

輸送データ
輸送人キロ

鉄道旅客運輸収入（近距離※）

車両別在籍車両数（2020年3月31日現在）

鉄道旅客運輸収入（新幹線）
九州新幹線乗車率（博多～熊本間）

輸送人員

列車キロ、車両キロ
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九州新幹線乗車率（博多～熊本間）（右軸）

車　両

車　両 1 0 9 136 1,184 296 10 29両　数 1,665

（単位：両）

※50km以内
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在来線（気動車）　YC1系
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※SL、その他の車両は除く

SL
蒸気機関車

EL
電気機関車

DL
内燃機関車

TEC
新幹線

EC
電車

DC
気動車

PC
客車 その他 計
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収支改善による持続的な鉄道サービスの構築について
背景

収益機会の追求
・インターネット予約システムの利便性向上によるネット販売比率アップ
・近距離の収益力向上
・イールドマネジメントの強化
・海外旅行代理店や航空会社と連携した「JR九州レールパス」の販路拡大
・D＆S列車運行を通じた観光資源の発掘

生産性の向上

新たなモビリティサービス（MaaS)への挑戦

サービス

オペレーション

メンテナンス

エネルギー

人口減少による市場縮小、少子高齢化による労働人口減少、自然災害の頻発・激甚化、老朽
化する設備への対応に向けて、収益機会の追求、将来に向けた生産性の向上を図っていく。

レール自動溶接機

安全確認
ご案内

インターネット列車予約サービス予約件数、金額

全国を上回るペースの九州の人口減少 増加する九州の自然災害 老朽設備への対応

イールド※（全社（定期外）、新幹線） JR九州レールパス販売枚数、金額
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出所：日本の地域別将来推計人口（2018年推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）
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回 出所：気象庁
九州における1時間降水量80㎜以上の年間平均発生回数

近年の
顕著な災害を

起こした自然現象

2012年 平成２４年７月九州北部豪雨
2016年 平成２８年（２０１６年）熊本地震
2017年 平成２９年７月九州北部豪雨
2018年 平成３０年７月豪雨
2019年 令和元年梅雨前線豪雨等
2020年 令和２年７月豪雨

※人キロあたり鉄道旅客運輸収入

・Smart Support Stationの導入・拡大
駅に設置した監視カメラやインターホンを通じてサポートセンターのオペレーターがお客さまをご案内

・アシストマルスの導入
インターホンと遠隔操作機能を付加した券売機を通じて遠隔のオペレーターがお客さまをサポート

・自動運転の実証実験
動力車操縦者が乗務しない形態の自動運転の実現に向けた実証実験を実施

・ワンマン運転の拡大
ホーム監視装置やホーム検知装置の導入により安全性を担保しながらワンマン運転を推進

・ドローン・ロボットを活用した保守検査の検討
・不要資産の計画的撤去
・営業列車を活用した線路モニタリング

営業列車にモニタリング装置を搭載し検査を省力化

・省エネ車両の開発および導入拡大
エネルギー効率の高い車両の導入により動力費・修繕費を削減

・蓄電池技術の活用
回生電力の有効活用により電力使用量を削減

シームレスなモビリティサービスの展開を見据えた業務連携
および実証実験を計画
・西日本鉄道（株）、第一交通産業（株）との業務連携契約締結
・トヨタ自動車（株）、西日本鉄道（株）とスマートフォン向け
 MaaSアプリ“my route”を本格実施（福岡市、北九州市）
・MaaSの実証実験の計画を発表
 （大分県由布市および宮崎県宮崎市、日南市）
・利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けて
 西日本鉄道（株）と列車、バス乗り継ぎ利便の向上を実施
 （2020年3月のダイヤ改正より、下曽根駅で実施）

Smart Support Station

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期

143

266

九州新幹線
在来線
BRT復旧区間 日南日南

※エリア範囲はイメージ※エリア範囲はイメージ

下曽根博多

大分

MaaS実証
実験計画
MaaS実証
実験計画

由布院由布院

小
倉
小
倉

宮崎
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